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た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たちが、

ともに生きる仲間として、地域で生活していくために必要な援助に取り組んでいる【社会福祉法人

横須賀たんぽぽの郷】の活動を支援する事を目的に組織されました。

▼ 年 会 費 個人会員 １口 ３，０００円

団体会員 １口 １０，０００円

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。

郵 便 為 替 口 座 番 号 ００２４０－９－１７４７４

郵便為替口座加入者名 た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会



ボランティアさん 募集中

わたげ・わたげ分場・こっとんはうすで

自閉症を伴う方々と一緒に何か活動してみませんか？

作業の検品､余暇活動の支援､清掃等

お手伝いをしていただける方がいましたら､ご連絡ください！！

〈連絡先〉

わ た げ 電話：０４６－８４４－００３８ （担当：わち）

E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp

わ た げ 分 場 電話：０４６－８８８－３９６１ （担当：しょうじ）

E－mail：adz13970@ams.odn.ne.jp

こっとんはうす 電話：０４６－８５２－８３５５ （担当：とみた）

E－mail：こっとん はうす tanpoponosato-ch-rg250e@jcom.home.ne.jp

5555555555555555555555555555555555555555555
編集後記～編集部～

１２月に入り、「もう年末か」と、１年という月日の早さに驚きます。最近、今年の流行語が発

表されていました。女子ワールドカップで優勝した『なでしこジャパン』が流行語大賞となりまし

た。『スマホ』で、そのニュースを見ましたが、とても感動しました。『３．１１』から暗いニュ

ースが多かった日本にとって、とても明るい話題でしたね。きっとあの震災で得た日本の『絆』の

力が、彼女たちの力になったのだと思います。

師走の風の冷たさはひとしおですね。風邪などひかぬよう、みなさんに『ラブ注入』。それでは、

良いお年を。（今年の流行語がいくつあるか、探してみてください）

竹内

編 集 社会福祉法人 横須賀たんぽぽの郷 〒 239-0824 横須賀市西浦賀３－１３－２１

TEL:046-844-0038 ／ FAX：046-844-0036 E － mail：aaq40690@hkg.odn.ne. jp
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KAS

発行人 神奈川県自閉症児・者親の会連合会

代表 内田 照雄 〒243-0035 厚木市愛甲910－1コープ野村6－109

（毎月1回15日発行） 購読料1部 50円

－１－
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年末のお楽しみ！
毎年恒例の忘年会開催中！！

今年1年、お仕事お疲れ様でした！

あ っ ぷ

こっとん

Ｖｏｌ．９7
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横須賀たんぽぽの郷 15周年記念講演会レポート

竹内 祐輝

11月13日、晴天の日曜日、横須賀市総合福祉会館において、当法人の１５周年記念講演会を開催しま

した。今回の講演では、通所施設『わたげ』『わたげ分場』、ケアホーム『こっとんはうす』において、開所か

ら現在に至るまでを振り返りながら、どんな考え方で支援を行ってきたかということを実践報告という形で

ご来場の皆様にお伝えしました。理事長 佐藤哲也からの「福祉は人なり」という考えを根底に持って運営

に取り組んできたという挨拶に始まり、その後、現場で直接支援を行っている2名の職員が、担当する施設

について報告しました。

（わたげの支援についての発表）

「必要とする人に、必要とする場で、必要なサービスを」を基本方針に、自分の意志で利用者が行動す

ることを大切にし、その人の力を信じてささえるという姿勢で、支援を行ってきたことを報告しました。内容

としては、ケーブルから銅線を取り出す作業やお菓子のタグ付け作業などの受注した仕事や浴場清掃や

燻製魚の梱包など地域での活動、また、施設でできた活動を家庭に伺って引き

継ぐ支援などについての発表をしました。作業方法や一日の過ごし方などを、自

閉症の特性に合わせ、写真や文字を用いることで視覚的にわかりやすいように

工夫していること、一人一人の利用者に合わせて、それぞれが最も理解しやすい

形で支援を提供していることなど、支援の基本としている点についてお伝えしまし

た。

（こっとんはうすの支援についての発表）

『つなげていく、つながっていく』というテーマでの発表でした。集団で暮らすことを大

切にするのではなく、利用者それぞれの安心した生活を大切にし、ご本人らしい生活を

サポートすること、こっとんはうすで得た経験やスキルを自宅または地域へ『つなげてい

く』ことが、将来の生活へ『つながっていく』。この取り組みが、利用者が豊かな人生を送

ることにつながると考えていることをお伝えしました。

講演後、ある利用者のご家族の方から感想を伺いました。「『利用者それぞれに合わせて、個々に必要

な支援を行っていく』という意識が開所からブレないことがすごい。今後もより良い支援を期待している」と

笑顔でおっしゃっていただきました。

今回の講演会は、我々職員にとっても、利用者の方へさらに良い支援を行っていきたいという、自分た

ちの意識を再確認する機会となりました。また、たくさんの方が我々の支援に期待して下さっていることに

気付き、更に頑張らなければという思いを強く抱きました。今後も利用者の方により充実した人生を送って

頂けるよう、支援していきます。

－２－
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－７－

こ の コ ー ナ ー で は 毎 月 「 横 須 賀 た ん ぽ ぽ の 郷 」 最 新 ニ ュ ー ス を ト ピ ッ ク ス で お

伝 え し て 行 き ます 。今 回 は、 前 号で は ペー ジ数 の 都合 で ご紹 介出 来 なか っ たト ピッ

クスも含めてご報告します！

も の と ら っ く ま る ち と ら っ く No.48

篁一誠先生 ケース会議について

10月21日（金）、篁一誠先生（PDDサポートセンターグリーンフォーレスト）に、三浦市にある
わたげ分場に来所頂き、ケース会議を行いました。

講義は、「支援について」というテーマで、その人にどのように寄り添うのか、よりよい生
活、豊かな生活とはなんだろうかというところから、利用者への配慮、援助者のティームワー
クのあり方など幅広いお話でした。その中で、自閉症を伴う方に言葉かけをした時に、相手に
伝わらなかった時に、別の言葉に置き換えて伝え直すというお話がありました。ある方に、
「責任を持ってやって下さい」と声をかけたが伝わらなかった。その時、「一人で最後までやっ
て下さい」と伝え直したところ、言葉の内容を理解し、その通りに行動する事が出来たという
事例がありました。先生は、「支援者であるみなさんには、自閉症語の通訳者になってほし
い」とおっしゃいました。

理解しやすい言葉、納得しやすい言葉とは、個々で異なるものだと思います。通訳者にな
るには、その方の生育歴、生活環境、嗜好などを知らなくてはなりません。そしてその方の気
持ちを敏感に、丁寧に受け止める力と姿勢が求められます。自閉症語を話せる支援者とし
て、利用者やご家族から信頼されるよう、日々の支援を行なっていきたいと思います。

健康管理講演会について
10月7日（金）親の会に、横須

賀市保健所の職員を招き、生活
習慣や健康管理についてのお
話をしていただき、一部の職員
もともに学びました。

広瀬宏之先生 ケース会議について

10月7日（金）に広瀬宏之先生（横須賀市療育相談センター）に、わたげに来所頂き、ケー
ス会議を行いました。
職員が、あるケースの、自分自身や他者を叩こうとする行動の軽減に取り組んでいるとい

うお話をしたところ、そもそも「叩く」という行為は、リラックスに繋がる行動であると先生はおっ
しゃいました。リラックスするのに大事な事は、力を入れること。伸びをする時のことを考えると
分かると思うが、力を入れていっぱいに伸ばして力を抜く。深呼吸も吸って吸って吐く。同じよ
うに、力を入れて叩くことで、その後に自然に力が抜けているのだと思う。また、それぞれにと
って1番リラックスできる方法というのは、1～3歳位の時に、誰からも教えてもらわないのにや
っていたこと。その馴染みのある行動が、このケースには「叩く」という行為であるならば、そ
れを生活に支障のない行動に少しずつ変えていけると良いというお話でした。
なぜその行動を起こしたのだろうと行動の背景を考える時に、例えば意にそぐわないことが

あった等、行動のきっかけとなるものを探り対応するとともに、行動自体の理由を探ることで、
叩くことがリラックスに繋がるのであれば、自分ではなくクッションを叩くことを提案してみよう
等、様々な面からの支援を展開できることを学びました。

オンブズマン来所について

10月12日（水）、オンブズマン2名がわたげに来所

しました。施設長や協力員の職員と懇談し、頂いた

ご意見や感想をもとに、更に良い支援を利用者の

皆様に提供できるよう努めて参ります。
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新任紹介 
初めまして。１２月１日から、非常勤としてお手伝いさせ

て頂いている新田房枝と申します。以前も知的障害者施

設で働いた経験があります。今回の就活にあたっては、

高齢福祉も視野に入れていたのですが、やはり障害の方

になりました。これも何かの縁かなと思います。

趣味は旅行やダイビング、映画鑑賞ってとこでしょう

か。なので、必然的に旅行はダイビングの出来る南国に

なっちゃいますね。ガイドブックを沢山持っているので、南

国に旅行の際は、お声をかけて頂ければ、何かお役に立

てるかも知れません。

現在、すでに半月程、お手伝いをさせて頂いてますが、

先輩職員方の支援が確立されているおかげか利用者の

皆さんが思った以上に落ち着いて仕事に励んでいる姿に

は驚きました。私もまだまだ自閉症については勉強中で

すが、私を含め、皆さんが日々成長していける様に努力していく所存ですので、どうぞ宜しく

お願い致します。

－６－

『 お ～ い 、 ご と ー く ー ん ！ ！ 』

わたげ 施設長 後藤博行

今 年 も 残 す と こ ろ 、 あ と ２ 週 間 に な り ま し た 。 ３ 月 に は 震 災 が あ り 、
そ れ 以 来 、 い つ も 心 の 片 隅 に 不 安 な 気 持 ち や 焦 り に も 似 た よ う な 感 覚
を 感 じ な が ら 、 過 ご し て き た よ う に 思 い ま す 。 震 災 に よ っ て 、 大 き な
被 害 を 受 け た 方 々 は 、 一 層 複 雑 な 気 持 ち を 抱 え て い ら っ し ゃ る こ と と
思 い ま す 。
私 に は 、 元 気 が で な い 時 、 パ ラ リ と め く る 本 が あ り ま す 。 画 家 の 岡 本

太 郎 氏 が 残 し た 言 葉 を 集 め た 「 強 く 生 き る 言 葉 」 が そ れ で す 。 偶 然 に
も 、 同 じ 川 崎 市 出 身 な の で す が 、 画 に 特 に 惹 か れ て い た 訳 で も な く 、
何 と な く 数 年 前 に 手 に と っ て 見 た と き に 、 氏 の 言 葉 に 元 気 づ け ら れ る
よ う な 感 覚 が あ り 、 買 っ た の で す 。『 こ ん な に 弱 い 、 な ら 弱 い ま ま 、 あ
り の ま ま で 進 め ば 逆 に 勇 気 が 出 て く る じ ゃ な い か 。 も っ と 平 気 で 、 自
分 自 身 と 対 決 す る ん だ よ 。』『 よ く 、 あ な た は 才 能 が あ る か ら 、 岡 本 太
郎 だ か ら や れ る の で 、 凡 人 に は む ず か し い と い う 人 が い る 。 そ ん な こ
と は ウ ソ だ 。や ろ う と し な い か ら 、や れ な い ん だ 。そ れ だ け の こ と だ 。』。
“ そ う か 、 弱 い ま ま で い い の か ”“ や ろ う と し て な い 、 そ れ だ け の こ と
か ” 頭 ば か り 重 く な っ て い る 、 自 分 自 身 に 気 づ く 。
来 年 は 、 ど ん な 年 に し た い で す か 。『 気 ま ぐ れ で も 、 何 で も か ま わ な

い 。 ふ と 惹 か れ る も の が あ っ た ら 、 計 画 性 を 考 え な い で 、 パ ッ と 、 何
で も い い か ら 、 そ の と き や り た い こ と に 手 を 出 し て み る と い い 。 不 思
議 な も の で 、 自 分 が 求 め て い る と き に は 、 そ れ に こ た え て く れ る も の
が 自 然 に わ か る も の だ 。』。 さ ま ざ ま な 出 会 い に 期 待 を 込 め て 、 新 年 を
迎 え た い と 思 い ま す 。 来 年 も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。
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「Ｗ・Ｄ・Ｓ・Ｎ ２０（Ｗatage Daily Support News）

～新しい仕事！いぶりっぎょ、始めました編～」

山中 恵子

海の街、橫須賀で魚屋「魚源」を営んでいた「源さん」こと筑摩さん。現在、横須賀魚

市場発の燻製商品「いぶりっぎょ」を作っています。ひょんなことから、源さんとわたげ

職員が知り合い、「魚市場でアルバイトをしない？」と声を掛けてもらったことがきっか

けでした。それだったらぜひ！と、わたげの話をしました。すると源さんも、以前から、

障害を持つ人と何かできないか、と考えていたとのこと。そこから、横須賀魚市場での仕

事が始まったのです。

＜まずは下見から＞

魚市場に出向いての仕事ということで、わたげとは環境が大きく変わります。まずは職

員が下見をし、実際に仕事を体験しました。①袋にシールを貼る②袋に燻製商品を詰める

③専用の機械を使って真空パックにする、という流れです。シール貼りは、他の仕事でも

経験があり、わたげには得意な人がたくさんいます。袋詰めは、詰める数や重さが明確に

決まっているので、仕事として分かりやすく、自閉症を伴うわたげの利用者の方にぴった

りの仕事なのではないか、と嬉しくなり、期待がふくらみました。その反面、天井が高く

広い空間、水気が多い床、というわたげとは全く違う環境に、少し不安も残りました。

＜いよいよ始動！＞

初回に参加した飯野さん。前日に、下見の時に撮影し

たビデオで魚市場の様子や、仕事の流れを見てもらいま

した。新しい仕事に挑戦するかどうか確認すると「やり

ます」との返答。「期待していますよ」と伝えました。

当日。飯野さんは、わたげでの仕事中、イヤホンでラ

ジオを聞いています。魚市場に向かう車内でも、イヤホ

ンを着けていました。しかし、魚市場の駐車場に到着す

ると、自分からラジオを車内に置いて市場に向かいまし

た。

魚市場が賑わうのは早朝。わたげチームが仕事を始める10時頃には、既にガランと静か

な状況です。その一角の作業台で、「いぶりっぎょ」の仕事が始まりました。各工程で、

源さんがやり方を簡潔に教えてくれます。携帯ラジオを車に置いてきた飯野さん。源さん

の声に真剣な表情で耳を傾け、指示を聞いている姿が印象的でした。笑顔ながら、わたげ

での飯野さんの表情とは少し違い、程よい緊張感も感じられました。

＜いぶりっぎょ袋詰め3工程＞

①シール貼り

効率的に進めるため、まずは袋を机一面に並べます。そ

こに、ラベルシール、バーコードシールを貼っていきます。

見本や、貼る位置にマークを付けた補助シートなど、その

人に合わせて、シールを貼る位置を伝えています。

－３－
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②燻製袋詰め

決まった数を袋に入れる商品と、重さを計って入れる商品があります。例えば、うるめ

いわしは６匹を１つの袋に入れます。上向きが3匹、下向きが3匹と、袋に入れる向きも決

まっています。目で見て理解することが得意なわたげチーム。見本を見ながら入れ方を確

認し、正確に詰めています。

計量をする商品には、例えばイカゲソがあります。20ｇから22ｇの間という指示があり

ました。「20、21、22→ＯＫ」というメモをデジタル計量器の隅に貼り、具体的にグラム

数を伝えました。最初は、23ｇでも入れようとする場面もありました。メモと数値を一緒

に確認しました。回数を重ねる中で数値への意識が高くなり、今では小さくて軽そうなゲ

ソを選んで微調整できるようになりました。

③真空パック

機械の大きなフタを開け、完成品を縦と横に並べて留め具をかけ

ます。フタを閉めると自動的に空気が抜かれ真空になります。1分

位で出来上がり。自動的にフタが開きます。

＜新メンバーぞくぞく登場＞

2人目のメンバーは、坂口さんです。普段わたげでは、仕事のペ

ースを掴んでもらうため、タイムログという電子版の砂時計を使っ

ています。この時間内に、これだけの仕事量を期待しています、と

目で見て分かる形で具体的に伝えることで、ペースがグッと上がっ

た経緯がありました。今回、魚市場でもタイムログを使用するか、職員は迷いました。新

しい場所での仕事なので、まずはまっさらな状態でやってもらおう、と決めました。魚市

場初日。職員の迷いなど吹き飛ばすペースで、次々とシールを貼っている姿がありました。

イカゲソの袋詰めをした時に、計量しながらゲソを折っていることがありました。ゲソ

の長さはまちまちです。長さを揃えるためか、長いものを選んで折っていました。「イカ

は折りません。長くても袋に入ります。大丈夫です。」とメモを添えて伝えました。それ

からは、長さが違っていても、気にせずに袋に詰めることができました。

10月から、小宮さんが新たなメンバーとして加わりました。初日に、袋詰めする商品が

多量にあり、時間を30分延長することになりました。それを仕事の途中で伝えると、最初

は「はい」との返事でしたが、数分後、不安な様子になる場面がありました。それでも、

全てやり終え、わたげに戻りました。1回目が嫌な経験で終わっていたら、2回目は参加し

てくれないかもしれない。そんな不安がありました。2回目。前日に予定を伝えると、「は

い」との返事。当日、自分のペースで、丁寧に淡々と仕事を進めていました。そして、全

て終わった後に、職員に向かって「合格」と、力強い口調で一言。満足そうな表情でした。

わたげチームに頼もしいメンバーが増えたのでした。

＜あうんの呼吸で真空パック＞

シール貼りや袋詰めでは、それぞれのペースで、1人で完結して仕事をしていますが、最

後の真空パックの工程では、2人でペアを組んで仕事をする場面があります。1人が機械に

袋詰めした商品を並べて、押さえの金具で留め、フタをします。1分程待ち、真空になった

完成品を、もう1人が取り込む、という流れです。最初はお互いの動きをそれぞれが見届け

ていて、ぎこちない流れ作業でした。
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お互い言葉でのやりとりはありませんが、回数を重ねる中で、途中から相手の工程は相

手に任せて、自分の工程が終わったら、次の準備をするようになっていました。

自閉症の人は、相手に合わせることが苦手、というイメージがあるのではないでしょう

か。特に職員が指示をした訳ではありません。お互いの動きを意識して、相手の工程は相

手に任せることで、スムーズに効率良く仕事を進めることができるようなっていました。

それは、まさに「あうんの呼吸」でした。

＜大漁日に決まる仕事の予定＞

魚市場での仕事は、魚が相手。いつ仕事が入るか分かりません。大量に魚が揚がった時

に、源さんから電話が入ります。始めるまでは、自閉症の人にとって、見通しが持ち難い

仕事は合っていないのではないか、という不安がありました。しかし、実際に始めてみる

と、前日に伝えて、翌日には魚市場の準備をしっかりしてわたげに通所しています。やは

り、次の仕事はいつなのか確認があります。魚が捕れたら、とお伝えするしかありません。

これまでのデータから、次の仕事日を予測して職員に聞いてくる人もいます。しかし、不

安というよりは、楽しみに待っている感じがあります。とにかく、仕事が決まったらすぐ

にお知らせします、と伝えています。

魚市場での仕事は、わたげでの仕事とは違う緊張感があります。三浦半島ならではの魚

市場の仕事。魚市場から戻ったメンバーからは、ほんのり燻製の香りがします。懐深い横

須賀魚市場、源さんに感謝です。これからも長く継続して仕事をできたら、と願います。

横須賀魚市場発「いぶりっぎょ」とは？

三浦半島で捕れた魚を、新鮮そのまま、干して旨みをギュッと凝縮、スモークして

豊かな香りをまとい、なんとも深い味わいに。防腐剤、保存料は一切使っていませ

ん。栄養たっぷり、お手頃価格。横須賀魚市場発の燻製商品です。

源さん

♪いぶりっぎょの購入はこちら♪

横須賀のアンテナショップ「横須賀海軍カレー本舗」

おすすめは、お得な3000円のおまかせセット（セット例：するめいか、うるめいわし、茎わかめ、

サバ、タコ、金目鯛、かますの魚卵）。単品でも販売しています。詳しくは、「横須賀海軍カレー本

舗」にお問い合わせ下さい。電話、ファックスでも注文できます。

電話：０４６―８２９―１２２１

FAX：０４６－８２９－１２２０
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新任紹介 
初めまして。１２月１日から、非常勤としてお手伝いさせ

て頂いている新田房枝と申します。以前も知的障害者施

設で働いた経験があります。今回の就活にあたっては、

高齢福祉も視野に入れていたのですが、やはり障害の方

になりました。これも何かの縁かなと思います。

趣味は旅行やダイビング、映画鑑賞ってとこでしょう

か。なので、必然的に旅行はダイビングの出来る南国に

なっちゃいますね。ガイドブックを沢山持っているので、南

国に旅行の際は、お声をかけて頂ければ、何かお役に立

てるかも知れません。

現在、すでに半月程、お手伝いをさせて頂いてますが、

先輩職員方の支援が確立されているおかげか利用者の

皆さんが思った以上に落ち着いて仕事に励んでいる姿に

は驚きました。私もまだまだ自閉症については勉強中で

すが、私を含め、皆さんが日々成長していける様に努力していく所存ですので、どうぞ宜しく

お願い致します。

－６－

『 お ～ い 、 ご と ー く ー ん ！ ！ 』

わたげ 施設長 後藤博行

今 年 も 残 す と こ ろ 、 あ と ２ 週 間 に な り ま し た 。 ３ 月 に は 震 災 が あ り 、
そ れ 以 来 、 い つ も 心 の 片 隅 に 不 安 な 気 持 ち や 焦 り に も 似 た よ う な 感 覚
を 感 じ な が ら 、 過 ご し て き た よ う に 思 い ま す 。 震 災 に よ っ て 、 大 き な
被 害 を 受 け た 方 々 は 、 一 層 複 雑 な 気 持 ち を 抱 え て い ら っ し ゃ る こ と と
思 い ま す 。
私 に は 、 元 気 が で な い 時 、 パ ラ リ と め く る 本 が あ り ま す 。 画 家 の 岡 本

太 郎 氏 が 残 し た 言 葉 を 集 め た 「 強 く 生 き る 言 葉 」 が そ れ で す 。 偶 然 に
も 、 同 じ 川 崎 市 出 身 な の で す が 、 画 に 特 に 惹 か れ て い た 訳 で も な く 、
何 と な く 数 年 前 に 手 に と っ て 見 た と き に 、 氏 の 言 葉 に 元 気 づ け ら れ る
よ う な 感 覚 が あ り 、 買 っ た の で す 。『 こ ん な に 弱 い 、 な ら 弱 い ま ま 、 あ
り の ま ま で 進 め ば 逆 に 勇 気 が 出 て く る じ ゃ な い か 。 も っ と 平 気 で 、 自
分 自 身 と 対 決 す る ん だ よ 。』『 よ く 、 あ な た は 才 能 が あ る か ら 、 岡 本 太
郎 だ か ら や れ る の で 、 凡 人 に は む ず か し い と い う 人 が い る 。 そ ん な こ
と は ウ ソ だ 。や ろ う と し な い か ら 、や れ な い ん だ 。そ れ だ け の こ と だ 。』。
“ そ う か 、 弱 い ま ま で い い の か ”“ や ろ う と し て な い 、 そ れ だ け の こ と
か ” 頭 ば か り 重 く な っ て い る 、 自 分 自 身 に 気 づ く 。
来 年 は 、 ど ん な 年 に し た い で す か 。『 気 ま ぐ れ で も 、 何 で も か ま わ な

い 。 ふ と 惹 か れ る も の が あ っ た ら 、 計 画 性 を 考 え な い で 、 パ ッ と 、 何
で も い い か ら 、 そ の と き や り た い こ と に 手 を 出 し て み る と い い 。 不 思
議 な も の で 、 自 分 が 求 め て い る と き に は 、 そ れ に こ た え て く れ る も の
が 自 然 に わ か る も の だ 。』。 さ ま ざ ま な 出 会 い に 期 待 を 込 め て 、 新 年 を
迎 え た い と 思 い ま す 。 来 年 も ど う ぞ よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。
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「Ｗ・Ｄ・Ｓ・Ｎ ２０（Ｗatage Daily Support News）

～新しい仕事！いぶりっぎょ、始めました編～」

山中 恵子

海の街、橫須賀で魚屋「魚源」を営んでいた「源さん」こと筑摩さん。現在、横須賀魚

市場発の燻製商品「いぶりっぎょ」を作っています。ひょんなことから、源さんとわたげ

職員が知り合い、「魚市場でアルバイトをしない？」と声を掛けてもらったことがきっか

けでした。それだったらぜひ！と、わたげの話をしました。すると源さんも、以前から、

障害を持つ人と何かできないか、と考えていたとのこと。そこから、横須賀魚市場での仕

事が始まったのです。

＜まずは下見から＞

魚市場に出向いての仕事ということで、わたげとは環境が大きく変わります。まずは職

員が下見をし、実際に仕事を体験しました。①袋にシールを貼る②袋に燻製商品を詰める

③専用の機械を使って真空パックにする、という流れです。シール貼りは、他の仕事でも

経験があり、わたげには得意な人がたくさんいます。袋詰めは、詰める数や重さが明確に

決まっているので、仕事として分かりやすく、自閉症を伴うわたげの利用者の方にぴった

りの仕事なのではないか、と嬉しくなり、期待がふくらみました。その反面、天井が高く

広い空間、水気が多い床、というわたげとは全く違う環境に、少し不安も残りました。

＜いよいよ始動！＞

初回に参加した飯野さん。前日に、下見の時に撮影し

たビデオで魚市場の様子や、仕事の流れを見てもらいま

した。新しい仕事に挑戦するかどうか確認すると「やり

ます」との返答。「期待していますよ」と伝えました。

当日。飯野さんは、わたげでの仕事中、イヤホンでラ

ジオを聞いています。魚市場に向かう車内でも、イヤホ

ンを着けていました。しかし、魚市場の駐車場に到着す

ると、自分からラジオを車内に置いて市場に向かいまし

た。

魚市場が賑わうのは早朝。わたげチームが仕事を始める10時頃には、既にガランと静か

な状況です。その一角の作業台で、「いぶりっぎょ」の仕事が始まりました。各工程で、

源さんがやり方を簡潔に教えてくれます。携帯ラジオを車に置いてきた飯野さん。源さん

の声に真剣な表情で耳を傾け、指示を聞いている姿が印象的でした。笑顔ながら、わたげ

での飯野さんの表情とは少し違い、程よい緊張感も感じられました。

＜いぶりっぎょ袋詰め3工程＞

①シール貼り

効率的に進めるため、まずは袋を机一面に並べます。そ

こに、ラベルシール、バーコードシールを貼っていきます。

見本や、貼る位置にマークを付けた補助シートなど、その

人に合わせて、シールを貼る位置を伝えています。

－３－
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横須賀たんぽぽの郷 15周年記念講演会レポート

竹内 祐輝

11月13日、晴天の日曜日、横須賀市総合福祉会館において、当法人の１５周年記念講演会を開催しま

した。今回の講演では、通所施設『わたげ』『わたげ分場』、ケアホーム『こっとんはうす』において、開所か

ら現在に至るまでを振り返りながら、どんな考え方で支援を行ってきたかということを実践報告という形で

ご来場の皆様にお伝えしました。理事長 佐藤哲也からの「福祉は人なり」という考えを根底に持って運営

に取り組んできたという挨拶に始まり、その後、現場で直接支援を行っている2名の職員が、担当する施設

について報告しました。

（わたげの支援についての発表）

「必要とする人に、必要とする場で、必要なサービスを」を基本方針に、自分の意志で利用者が行動す

ることを大切にし、その人の力を信じてささえるという姿勢で、支援を行ってきたことを報告しました。内容

としては、ケーブルから銅線を取り出す作業やお菓子のタグ付け作業などの受注した仕事や浴場清掃や

燻製魚の梱包など地域での活動、また、施設でできた活動を家庭に伺って引き

継ぐ支援などについての発表をしました。作業方法や一日の過ごし方などを、自

閉症の特性に合わせ、写真や文字を用いることで視覚的にわかりやすいように

工夫していること、一人一人の利用者に合わせて、それぞれが最も理解しやすい

形で支援を提供していることなど、支援の基本としている点についてお伝えしまし

た。

（こっとんはうすの支援についての発表）

『つなげていく、つながっていく』というテーマでの発表でした。集団で暮らすことを大

切にするのではなく、利用者それぞれの安心した生活を大切にし、ご本人らしい生活を

サポートすること、こっとんはうすで得た経験やスキルを自宅または地域へ『つなげてい

く』ことが、将来の生活へ『つながっていく』。この取り組みが、利用者が豊かな人生を送

ることにつながると考えていることをお伝えしました。

講演後、ある利用者のご家族の方から感想を伺いました。「『利用者それぞれに合わせて、個々に必要

な支援を行っていく』という意識が開所からブレないことがすごい。今後もより良い支援を期待している」と

笑顔でおっしゃっていただきました。

今回の講演会は、我々職員にとっても、利用者の方へさらに良い支援を行っていきたいという、自分た

ちの意識を再確認する機会となりました。また、たくさんの方が我々の支援に期待して下さっていることに

気付き、更に頑張らなければという思いを強く抱きました。今後も利用者の方により充実した人生を送って

頂けるよう、支援していきます。

－２－
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こ の コ ー ナ ー で は 毎 月 「 横 須 賀 た ん ぽ ぽ の 郷 」 最 新 ニ ュ ー ス を ト ピ ッ ク ス で お

伝 え し て 行 き ます 。今 回 は、 前 号で は ペー ジ数 の 都合 で ご紹 介出 来 なか っ たト ピッ

クスも含めてご報告します！

も の と ら っ く ま る ち と ら っ く No.48

篁一誠先生 ケース会議について

10月21日（金）、篁一誠先生（PDDサポートセンターグリーンフォーレスト）に、三浦市にある
わたげ分場に来所頂き、ケース会議を行いました。

講義は、「支援について」というテーマで、その人にどのように寄り添うのか、よりよい生
活、豊かな生活とはなんだろうかというところから、利用者への配慮、援助者のティームワー
クのあり方など幅広いお話でした。その中で、自閉症を伴う方に言葉かけをした時に、相手に
伝わらなかった時に、別の言葉に置き換えて伝え直すというお話がありました。ある方に、
「責任を持ってやって下さい」と声をかけたが伝わらなかった。その時、「一人で最後までやっ
て下さい」と伝え直したところ、言葉の内容を理解し、その通りに行動する事が出来たという
事例がありました。先生は、「支援者であるみなさんには、自閉症語の通訳者になってほし
い」とおっしゃいました。

理解しやすい言葉、納得しやすい言葉とは、個々で異なるものだと思います。通訳者にな
るには、その方の生育歴、生活環境、嗜好などを知らなくてはなりません。そしてその方の気
持ちを敏感に、丁寧に受け止める力と姿勢が求められます。自閉症語を話せる支援者とし
て、利用者やご家族から信頼されるよう、日々の支援を行なっていきたいと思います。

健康管理講演会について
10月7日（金）親の会に、横須

賀市保健所の職員を招き、生活
習慣や健康管理についてのお
話をしていただき、一部の職員
もともに学びました。

広瀬宏之先生 ケース会議について

10月7日（金）に広瀬宏之先生（横須賀市療育相談センター）に、わたげに来所頂き、ケー
ス会議を行いました。
職員が、あるケースの、自分自身や他者を叩こうとする行動の軽減に取り組んでいるとい

うお話をしたところ、そもそも「叩く」という行為は、リラックスに繋がる行動であると先生はおっ
しゃいました。リラックスするのに大事な事は、力を入れること。伸びをする時のことを考えると
分かると思うが、力を入れていっぱいに伸ばして力を抜く。深呼吸も吸って吸って吐く。同じよ
うに、力を入れて叩くことで、その後に自然に力が抜けているのだと思う。また、それぞれにと
って1番リラックスできる方法というのは、1～3歳位の時に、誰からも教えてもらわないのにや
っていたこと。その馴染みのある行動が、このケースには「叩く」という行為であるならば、そ
れを生活に支障のない行動に少しずつ変えていけると良いというお話でした。
なぜその行動を起こしたのだろうと行動の背景を考える時に、例えば意にそぐわないことが

あった等、行動のきっかけとなるものを探り対応するとともに、行動自体の理由を探ることで、
叩くことがリラックスに繋がるのであれば、自分ではなくクッションを叩くことを提案してみよう
等、様々な面からの支援を展開できることを学びました。

オンブズマン来所について

10月12日（水）、オンブズマン2名がわたげに来所

しました。施設長や協力員の職員と懇談し、頂いた

ご意見や感想をもとに、更に良い支援を利用者の

皆様に提供できるよう努めて参ります。
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た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たちが、

ともに生きる仲間として、地域で生活していくために必要な援助に取り組んでいる【社会福祉法人

横須賀たんぽぽの郷】の活動を支援する事を目的に組織されました。

▼ 年 会 費 個人会員 １口 ３，０００円

団体会員 １口 １０，０００円

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。

郵 便 為 替 口 座 番 号 ００２４０－９－１７４７４

郵便為替口座加入者名 た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会



ボランティアさん 募集中

わたげ・わたげ分場・こっとんはうすで

自閉症を伴う方々と一緒に何か活動してみませんか？

作業の検品､余暇活動の支援､清掃等

お手伝いをしていただける方がいましたら､ご連絡ください！！

〈連絡先〉

わ た げ 電話：０４６－８４４－００３８ （担当：わち）

E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp

わ た げ 分 場 電話：０４６－８８８－３９６１ （担当：しょうじ）

E－mail：adz13970@ams.odn.ne.jp

こっとんはうす 電話：０４６－８５２－８３５５ （担当：とみた）

E－mail：こっとん はうす tanpoponosato-ch-rg250e@jcom.home.ne.jp

5555555555555555555555555555555555555555555
編集後記～編集部～

１２月に入り、「もう年末か」と、１年という月日の早さに驚きます。最近、今年の流行語が発

表されていました。女子ワールドカップで優勝した『なでしこジャパン』が流行語大賞となりまし

た。『スマホ』で、そのニュースを見ましたが、とても感動しました。『３．１１』から暗いニュ

ースが多かった日本にとって、とても明るい話題でしたね。きっとあの震災で得た日本の『絆』の

力が、彼女たちの力になったのだと思います。

師走の風の冷たさはひとしおですね。風邪などひかぬよう、みなさんに『ラブ注入』。それでは、

良いお年を。（今年の流行語がいくつあるか、探してみてください）

竹内

編 集 社会福祉法人 横須賀たんぽぽの郷 〒 239-0824 横須賀市西浦賀３－１３－２１

TEL:046-844-0038 ／ FAX：046-844-0036 E － mail：aaq40690@hkg.odn.ne. jp

－８－
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KAS

発行人 神奈川県自閉症児・者親の会連合会

代表 内田 照雄 〒243-0035 厚木市愛甲910－1コープ野村6－109

（毎月1回15日発行） 購読料1部 50円

－１－
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年末のお楽しみ！
毎年恒例の忘年会開催中！！

今年1年、お仕事お疲れ様でした！

あ っ ぷ

こっとん
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